
主要
施策

重点項目 具体的施策 達成目標 自己評価 成果と課題 改善策 学校関係者の評価

「確かな学力」の育
成

①授業改善
②誰一人取り残さな
い取組
③学校・家庭・地域
の連携

①基礎的、基本的な知識・技能を
習得させる。

①思考力・判断力・表現力を育てる
授業を展開する。

②児童の態様を的確に把握し、個
別最適な学習を実施する。

③家庭と連携し、家庭学習の習慣
づけを図る。

・朝学習での反復練習による計算
の基礎構築を図る。

・単元毎のテストで習熟度を把握
し、振り返りや次の単元の学習に
つなげる。

・授業中や家庭学習で様々な文章
を書く機会を設け、自分の考えや
思いが伝わる書き方を指導する。
・1つの授業でグループやペアトー
クなどを意識的に取り入れ、どの児
童も自分の考えなどを一度は話せ
るようにする。

・スクールタクトやドリルパークを活
用し、児童が自分にあった課題に
取り組めるよう課題を工夫する。
・児童の実態に応じて、可能な範囲
で宿題の量や内容を調整し、家庭
学習に自信を持って取り組めるよう
にする。

・家庭学習が習慣づくよう、個々の
取り組みを把握し、指導を行う。
・音読カードに日々の学習時間を
書く欄を設け、家庭学習への意識
を高める。
・児童の実態に合わせて宿題の
量、内容を調整し、確実に達成する
実感を積ませる。

・各単元における計算分野の正答
率が90％以上、漢字小テストの正
答率が90％以上になる。

・自分の考えや思いが読み手に伝
わる文章を書くことができる。

・友達と考えを聞き合うことを通し
て、自分の考えを広げたり深めたり
することができる。

・児童アンケート「先生は教え方を
いろいろ工夫している」への肯定的
な回答が93％以上になる。

・学年、学級の実態にあった課題を
選択、作成する。

・児童アンケート「自分から進んで
家庭学習や宿題に取り組んでい
る」の項目に肯定的な回答が90％
以上になる。

B

・各単元における習熟度は国語算数と
もに90％前後に到達している。
・夏期休業中に学年単位で学習教室を
実施し、基礎の定着を図った。
・各学年で日記や作文の宿題を出した
り、体育や行事のふり返りを書いたりす
る活動を取り入れた。
・文章を書くことはできるが、文章構成
や主語述語を意識して書く、既習漢字
を使うなど、書く時のきまりを意識して
書くことには、課題が残っている。
・学校全体で「聞きタイム」を導入した
り、少人数グループでの話し合い活動
を取り入れたりした。
・学年に応じて児童の自主性を高める
ような係活動を取り入れることで、自分
の役割に責任をもって行動する姿が見
られた。
・計算や都道府県の暗記など繰り返し
取り組むことで定着をはかった。
・ドリルパークを活用し、個人の習熟度
に合った課題に取り組むことができる活
動を、授業内や宿題で取り入れる。
・児童アンケートの「先生は教え方をい
ろいろ工夫している」への肯定的な回答
は97％だった。
・児童アンケートの「自分から進んで家
庭学習や宿題に取り組んでいる」の項
目の肯定的な回答は、73％だった。
・4年生以上になると、自主学習を宿題
として出しているが、取り組む内容や頻
度には個人差がある。

・来年度も単元テストや小テストで国語
算数の基礎が定着しているかを確認
し、必要に応じて個別指導や課題の選
択を実施する。

・引き続き、学年に応じた形で作文や日
記・ふり返りを書く活動を取り入れ、書く
力を伸ばしていく。その際、書く時のき
まりを低学年のうちから指導する。

・「聞く」ことについては各学年で取り組
むことができているので、そこから自分
の考えを深めるための手立てが必要で
ある。児童の発表を価値づけたり、違う
考えをもつ児童同士で話し合う活動を
取り入れたりする。

・朝学習の時間を活用し、学年単位や
学校単位で一つの課題を決めて取り組
む。

・個人や習熟度、学習進度に合わせた
課題を出すことができるよう、ドリル
パークの有効的な活用方法をICT担当
と連携し、職員間で共有する。

・自主学習については、取り組む内容
の例を示したり、自主学習への取り組
み方を指導したりする必要がある。ま
た、保護者にももっと啓発していく必要
がある。

・授業改善について、研究担当を中心
に研修等を行っていますが、小中の授
業の見学等をスムーズに行える体制が
組めるといいです。
・もう少し音読に力を入れてみてはどう
でしょうか？宿題ででていてもやったこ
とにしているのではないかと感じていま
す。国語以外の教科でも問題を声に出
して読むなどしてもいいのではないかと
思います。
・3月に行われた5年生の授業参観の感
想になりますが、まさにこの項目に関す
ることだったと思いました。とてもよい課
題だったと思います。
・読書が習慣になるようにしてはいいの
ではないか。→中学校のように朝は読
書にするなど
・5分以内に読める本などを利用して、
感想や要約を書き出すなどのインプッ
ト・アウトプットの練習が必要なのでは
ないかと思います。
・自主学習について、自然とモチベー
ションが高まるような形で取り組めるよ
うに、できたこと、やれたことに対して褒
めてあげるなどできたらと思います。
・自主学習の取り組みで自分たちの好
きな事、やりたいこと、また苦手な事を
探求するような学習をしてはいいので
はないか。また、道徳的な学習でもいい
のではないでしょうか。
・楽しんで学べる教材の導入
・宿題の出し方の工夫（やらされてる感
を減らすために）

新しい時代に対応
した教育の推進

①情報活用能力の
育成
②英語教育の充実
③デジタル化の促進

①教育のDX化に取り組み，校務・
授業の両面からICTの活用方法を
探究する。

③学校からの連絡や配布物，家庭
からの連絡等のDX化を一層促進
する。

・ICT機器や各アプリケーションの
具体的で効果的な活用についての
研修を実施。

・デジタルドリルを全ての児童が使
用できるようにする。

・中学年以降はハードウェアキー
ボードでのローマ字入力を使用で
きるようにする。

・児童や教職員が使用するハード
ウェアの環境を常に整える。

・夏季研修を行い，担当の作成す
るリーフレット等できめの細かい研
修を目指す。

・デジタルドリルの活用率を100％
にする。

・文字の入力で困っている児童の
割合を10％に減少させる。

・教職員向けアンケート「ICT機器
を，校務と授業の両面から効果的
に取り入れている。」の肯定的評価
が90％を超えるようにする。 B

・使用するアプリケーションや環境が変
わることが多く，研修の数がどうしても
多くなってしまうことがあったが，「誰一
人取りこぼさない」という研修方針のも
と全員と担当が一緒になって取り組め
る環境が良かった。一方で，眼前の教
職員の困っていること(需要)と担当者の
進めたい教育(供給)が一致していない
ことがあった。

・デジタルドリルの活用については，児
童全員がいつでも使える状態を作るこ
とができた。

・文字の入力において課題のある児童
は，タッチペンの導入により減少した
が，キーボードの不良により，解決に
至っていない児童もみられる。また，
ハードウェアキーボードについては，昨
年度同様活用率が伸び悩んでいる。

・教職員向けアンケート「ICT機器を，校
務と授業の両面から効果的に取り入れ
ている。」の肯定的評価は95.5％であ
る。しかし，現状の環境の中での評価で
ある。今後も教育活動と校務の両面で
ICTを効果的に活用できる環境を更新し
ていくことが求められている。

・教職員の困っていることに目を向けた
環境の整備と研修の計画を行いつつ，
実現可能なICTの活用方法を研修に取
り入れる。

・デジタルドリルの活用については，ど
のように課題を出すのかや使用場面を
教職員の間で共有する研修を設けるな
どして活用の促進を図っていく。

・ハードウェアキーボードの活用は，
ローマ字を覚えることとキーボードの位
置を覚えることの2点が必要である。定
期的に行う活動などを検討していく。

・日々新しくなる環境に対応するために
計画的な予算編成と，使用方法につい
て検討を続ける。

・iPadの故障などは、早めに対処してあ
げてほしい。iPadの勉強で意欲的に取
り組んでしようと思ってもキーパッド故障
によってできない。となってしまうため。

「豊かな心」の育成

①道徳教育の推進
②いじめ等の未然防
止、早期発見、早期
対応に向けての組織
的な取組の推進
③不登校の児童生
徒やその保護者へ
の支援体制の充実
④体験活動等の実
施

①道徳教育の充実

②いじめの未然防止・早期発見

③不登校の未然防止を図る。

②③友だちの考えを認め合う学級
づくりに取り組む。

・校内研究と並行し、道徳の授業で
は児童が価値について考えること
をたのしむことができる授業を行
う。
・学年や学団で、道徳授業の検討
を行い、質の高い道徳授業を目指
す。

・部会や職員会議、また学級に関
わる教員との情報交換を定期的に
行い、いじめの未然防止と早期発
見に努める。

・欠席、行き渋り、遅刻傾向のある
児童については始業前後に家庭へ
連絡を取る。また担任だけでなく、
児童支援をはじめとする他の教員
と連携して対応する。
・今年度の児童の様子や行ってき
た支援策などの記録を残し、継続
的な児童支援を行えるようにする。

・仲間づくり集会（年３回）を実施
し、思いやりの心や自尊感情を高

・より多くの児童が、ふり返りで価
値について考えを深めたり、自分
の生き方について考えたりしてい
る。
・道徳の授業も他教科と同様、学年
で進め方やワークシートなどを検
討する。

・部会と職員会議で気になる児童
の事例や変化について情報交換を
月１回行う。
・児童アンケート「自分にとって居心
地のよいクラスだと思う」への肯定
的な回答が90％以上になる。

・長期欠席者を全体の１％未満及
び、いじめを原因とする不登校０に
する。

・児童アンケート「自分を大切にす
ることや、他の人への思いやりにつ
いて学んでいる」への肯定的な回

A

・授業で価値について深めることはでき
ることが多いが、内容項目によっては、
自分事として考えられない授業もあっ
た。
・学校行事などに関わらず、どの学年も
学園で事前に検討して、道徳の授業を
行うことができた。

・職員間での児童に関する情報交換を
行い職員全体で配慮の必要な児童に
対する理解を深めることはできた。児童
アンケート「自分にとって居心地のよい
クラスだと思う」への肯定的な回答が
84.5％であった（昨年度87％）。いじめア
ンケートの報告件数は昨年度の5.5割に
削減されている。

・1月末現在で不登校による30日以上
の長期欠席児童は全体の1.8％であっ
た。2学期から高学年中心に長期欠席
が増える傾向があったが現在は回復傾
向で出席数が増加している児童も多
い。

・仲間づくり集会を年３回実施し、互い
に認め合える機会を設けた。児童アン
ケート「自分を大切にすることや、他の
人への思いやりについて学んでいる」
への肯定的な回答が93％であった。

・道徳の価値項目と自分の生活との関
わりを意識させながらも、生活の反省会
にならない、プラスで自分事に返してい
ける授業展開を探る。
・教員の授業力向上を目指し、学年で、
道徳授業を教材ごとに担当を決め、１つ
の教材で２度授業できるようにする。

例年児童アンケートの居心地のポイン
トは目標は昨年よりやや下がったがい
じめアンケートの記述数や児童間トラブ
ルなどの件数は大幅に下がっているの
で施策には効果があったと可能性が高
い。目標の指標の見直しも検討したい。

長期欠席児童の欠席理由は児童間トラ
ブルが原因であるものは少なく、集団生
活に適応することの困難さや生活リズ
ムの乱れからの登校意欲の低下などを
原因とするものが多い。別室サポート
ルームの機能拡張や家庭との連携を見
直したい。

・保護者アンケートでも高いポイントを
維持できているので仲間づくり集会を含
めた認め合える学習活動の実施を今後
も続けていく。

・不登校生徒の増加は中学校でも課題
です。小中連携を強化した対策が必要
であると考えます。
・とてもよくしてくださっていると思いま
す。
・親の考え方によって対応が変わり難し
いかと思います。様々な選択肢がある
中で学校に通うことの意味役割をどう伝
えていくのか。
他校に比べて手厚いサポートをされて
いるとは思っています。

「健やかな体」の育
成

①児童生徒の体力
向上の促進
②魅力ある部活動の
推進
③発達段階に応じた
健全な食育の推進

①自ら進んで体力を向上させようと
する児童を育てる。

・児童の体力、筋力、筋持久力、柔
軟性を伸ばすためのせつトレを毎
月種目を変えながら実施。

・委員会活動による全校遊びや、
定期的な外遊びの推進

・児童が安全に体育の授業や休み
時間の遊びに通り組めるよう、クラ
スの備品の配備や、遊具、体育器
具の点検を実施。

・各クラスの体育授業において適
切なトレーニング「せつトレ」を取り
入れ、児童の体力、筋力、筋持久
力の発達を図る。

・体育委員による学年遊びを学期
ごとに実施し、外遊びの機会を増
やすとともにい学年交流を図る。

・学年の実態や、領域ごとに必要な
動きの取得を鑑みて、備品を配備
し、必要に応じて購入、また用途を
周知していく。

B

・毎回の体育の授業で取り組んでいる
クラスや学年では児童も多様な動きに
慣れ、習慣化できていたが、低学年で
は内容の説明や実施時間の確保が難
しかった。

・毎回対象学年の児童はほぼ全員参加
しており、体を動かすだけでなく、異学
年交流の機会となった反面、企画運営
に時間がかかり、学期に一回しか実施
できなかった。

・器械体操、水泳で使用できる備品を新
規購入し、活用することができたが、一
部の学年の使用にとどまった。

・体育委員を中心とした高学年の「せつ
トレ見本動画」を作成し、配布することで
低学年でも動きのイメージを抱けるよう
取り組む。

・全体遊びだけでなく、希望者だけが参
加できるミニゲームやウォークラリーな
ど多様な形での外遊びに対する啓発、
機会づくりに取り組む。

・新規備品を購入した際、使用動画の
撮影や研修等の機会を通して、適切な
使用方法を職員全体に周知する。

・ちょこせっつの開設はとても素晴らし
いので、このまま続けていただきたいで
す。
・体力向上には、体幹を鍛えることも大
事なので、朝学にせつトレも取り入れる
など習慣化されると良いと思います。
・外遊びの授業があれば子ども達がそ
れらを覚えて遊ぶことが増え、体力の
向上につなげられるのでは、と思いまし
た。
・業間休みや昼休みを使用してイベント
的なものをできればいいが教師以外に
主導する人・サポート役が必要でその
人材の確保ができれば、楽しんででき
るのではないかと思います。

①キャリア教育の視点をもった授
業づくり。

②③児童が悩みを相談しやすい環
境づくりをする。

・実生活との関連、個々の役割の
重要性などを教科学習の内容から
関連付ける。
・キャリアパスポートの記入、授業
での活用。

・SC,SSWとの連携、ケース会議や
保護者面談への参加。

・生活指導部会や職員会議、各研
修会における児童の情報共有から
問題事案の早期発見・早期解決に
つなげる。

・キャリアパスポートを記入する際、
自身の成長を実感して書くことがで
きる。

・児童アンケート「学校で勉強する
ことの意味や働くことの大切さにつ
いて教えてもらっている」への肯定
的な回答が90％以上になる。

・児童アンケート「悩みや不安があ
る時に、相談しようと思う先生があ
る」への肯定的な回答が80％以上
になる。

SC,SSW,養護教諭,児童支援での連
絡会議を月に1回以上行い、相談
が必要な児童を共有し、必要な支
援につなぐ。
教職員間で児童に関する情報を共
有する時間を月に1回以上設定し
問題事案の改善を図る。

記入時には、１年間をふりかえると同時
に、前の学年からの成長と比較して書く
ことができた。
学校で学ぶことが実生活でいかせた
り、働くことの大切さを知ることやその大
切さについて考えたりさせるような具体
的な指導をする必要があった。

・児童アンケート「悩みや不安がある時
に、相談しようと思う先生がある」への
肯定的な回答が76.7％であった。児童
の学校カウンセリングの利用がしやす
いように時間設定などを改善したことで
児童の利用率は大幅に増えている。
4者での連絡会議を定期的に行うこと
で、児童だけで無く困り感のある保護者
と早期に繋がり、家庭と協力して児童の
支援に結びついたケースもあった。

学校で学ぶことが、将来のキャリア形成
においてどのようにつながるのかを学
習に取り入れていく。また、学習段階に
応じて目標や将来について考える活動
を取り入れていく。

学校カウンセリングの児童の利用は増
えているが利用児童は限定的なので今
後も利用可能であることを周知してい
く。担任以外の教員が関わる機会を増
やすなどの教育課程の見直しも検討し
たい。

（1）基本的人権が尊重される教育の推進
（2） 一人ひとりのニーズを把握し、適切な教育支援を行う「特別支援教育」の推進
（3）わかる授業の創造による、生きてはたらく学力の育成
（4）心ふれあう仲間づくり
（5）基本的な生活習慣を身につけさせる
（6）心を育てる美しい環境づくり
（7）命を守る安全教育の推進
（8）健やかな体づくり

施策目標
基本施策

令和6年度(2024年度)　学校評価総括表  　　　　【伊丹市立摂陽小学校】                                                                                               

重点目標

教育目標 やさしく かしこく すこやかに――命を大切に・人を大切に・物を大切に――

知
・
徳
・
体
の
調
和
の
と
れ
た
児
童
・
生
徒
の
育
成

学
校
教
育

教育相談・支援体制の充
実

①キャリア教育の推進
②スクールカウンセラー・ス
クールソーシャルワーカー
の活用
③教育相談の充実



①特別支援教育に対する全職員
の共通理解を深め学校全体で取り
組む体制を構築する。

①特別な支援を要する児童の教育
的ニーズを把握し、必要に応じた支
援体制を整える。

・特別支援教育に関する知識を深
めるための研修会を実施。

・個別の指導計画の作成及び活
用。

・職員アンケート「特別支援教育推
進委員会は支援を要する児童の共
通理解を図り、適切な校内体制を
組んでいる。」への肯定的な回答
が95％以上になる。 A

・職員研修や毎月の会議で情報交換を
行うことで、特別な支援を要する児童の
実態や対応について全職員で共通理
解を深めることができ、肯定的な回答
が100％に至る結果につながった。・個
別の指導計画を立てることで、児童１人
１人のニーズを把握し、見通しを持って
支援を行うことができた。

・引き続き、職員研修や情報交換を行う
ことによって、全職員が共通理解をもっ
て特別な支援を必要とする児童に関
わっていく。

①個々の教師の資質を向上させ
る。

・学校の課題に応じた校内研修の
実施。

・自由参加できる研修を随時実施
し、授業力やその他学級経営・生
活指導に関わるスキルを高める。

・一人1回は道徳の授業公開をす
る。
・各学年、各学団で日々の授業を
研鑽する。

・職員のニーズの多い内容で、自
主研修（摂カフェ）を年に３回以上
実施する。

B

・一人１授業の公開はできたが、参観に
くる教師が少なかった。
・授業公開後は、個別に指導を仰ぐこと
がほとんどなので、多くの教員の学び
にはなっていない。

・年３回の自主研修は行えた。
・自主研修の敷居が高く、定期的な研
修が開けなかった。

・授業公開では、より多くの先生は参観
でき、事後研ではそれぞれが学んだこ
とを共有し、より多くの学びとなるような
システムに改善する。

・今、知りたいことは何か、課題に思っ
ていることは何かを細かく把握して実施
する。
・授業力向上だけでなく、行事や生活指
導などの分野で、先生の多様な考えを
聞ける会を設けていく。

①コミュニティスクールにおける地
域と学校の連携、協働。

・学校運営協議会を実施、運営し
学校における課題を地域と共有す
ることで地域に根ざした学校をつく
る。

A

・授業で地域の方に協力していただい
たりして、活動を広げることが出来た。

・今後も要望をあげていくことで、お互い
に子どもたちのために、サポートしてい
ただける場を持つことが、必要である。

・HPの日誌、ほぼ毎日更新して下さって
いるので、子ども達がどんな事をしてい
るのか様子を伺えて、保護者としてもと
てもありがたいです。
・運営委員会だけでなく自治協議会へ
のサポートの依頼を出すことができれ
ば、地域の方のサポートが広がるので
はないかと思います。学びポケットから
学校のHPに飛べるようにしてほしいで
す。①②③地域や学校施設の実態に

応じた安全教育を推進する。

④学校施設を安心して使えるため
の整備点検。

⑤教職員の勤務実態を把握した上
での働き方改革を推進する。

・火災、防犯、風水害それぞれに対
応した訓練を実施。
・交通ルールや遊具、備品等の安
全な使い方を指導する。

・月一回各教室やその他設備の安
全点検を実施する。

・自転車教室など発達段階に応じ
た交通安全教室の実施。

・業務改善委員で現在の業務を見
直し、ビルドアンドスクラップに取り
組む。

・保護者アンケート「お子さんは自
分の身を守り安全に生活するため
の方法を理解している。」の肯定的
回答が90％以上になる。

・保護者アンケート「学校は学習の
場として子どもが活動しやすい環
境を整えている。」の肯定的回答が
９０％以上になる。 A

・保護者アンケート「子どもは自分の身
を守り、安全に生活するための方法理
解している」は９０．２％であった。
・火災、防犯、風水害それぞれに対応し
た訓練や事前事後指導をするkとによっ
て児童も基本的な知識の理解と行動が
できている。しかし、今後は、いざという
時の適切な行動力を身につけていく必
要があると考えられる。
・保護者アンケート「学校は学習の場と
して子どもが活動しやすい環境を整え
ている。」の肯定的回答が９８．４％で
あった。

教職員を対象としたアンケートを実施
し、今まで実施してきた業務改善をふり
かえり見直ししたり、業務改善すべきこ
とを話し合ったりして、業務改善を行うこ
とができた。

・訓練において、いつも同じ時間帯や方
法で行うのでなく、どんな時に災害が起
こっても対応できるように、次年度は実
施時刻を告知しない訓練を実施する計
画を立てたい。

・月一回各教室やその他設備の安全点
検を実施することで、基本的な点検は
できているが、より迅速に修理や改善
ができるようにしていきたい。

・今年度は、年度の途中で１回しかアン
ケートを取れなかったため、今後は継
続的にアンケートを取り、業務改善につ
なげたい。３学期から実施したことにつ
いては、来年度も実施してきたい。

自己評価の基準　　Ａ：目標を上回った　Ｂ：目標どおりに達成できた　Ｃ：目標をやや下回った　Ｄ：目標を大きく下回った

次年度に向けた重点的な改善点
・「確かな学力」を育成するために個人の習熟度学習進度てに合わせた個人学習を推進していくこと
・地域と連携した体力向上プラン、教職員の資質向上につながる研修の充実など子どもたちが安心して学べる場を確保すること
・それが不登校減少につながると考える。新しい時代に対応した教育の推進につなげていく

学校関係者評価総括
・全体的には手厚いサポートがあり、相談した時にも対応が早く助かっています。先生たちが連携して対応してくれているように思います。ただ、先生たちが忙しく、大変そうだなとは思
います。余裕がある先生が増えるといいなとは思います。

教
育
環
境
の
整
備
・
充
実

学
校
教
育

教職員の資質向上

①研修等の充実

特別支援教育の推進

①伊丹特別支援学校の活
性化
②特別支援教育の充実

学校を支える組織体制の
整備

①コミュニティ・スクールの
充実
②地域と学校の連携・協働
体制の構築

安全・安心な教育環境の
充実

①学校園防犯訓練・防災教
育の充実
②子どもの安全対策の推進
③交通安全対策の推進
④学校園施設の整備・維持
保全
⑤学校における働き方改革
の推進


